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今
年
度
よ
り
精
神
保
健
福
祉
講
座
委
員
を
担
当
す
る
事
に

な
り
、
先
ず
役
割
分
担
を
講
座
委
員
会
で
決
め
ま
し
た
。
私

は
全
講
座
の
会
場
の
表
示
物
、
会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
自

分
の
担
当
す
る
講
座
の
案
内
書
の
作
成
と
全
講
座
の
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
書
作
成
と
決
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
事
で
戸

惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
の
指
導
を
受
け
、
今
の
と
こ

ろ
つ
つ
が
な
く
執
り
行
え
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
第
五
回
目

の
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
つ
い
て
」
を
終
え
た
時
に
、

こ
の
「
精
神
保
健
福
祉
講
座
の
役
割
」
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
致
し
ま
し
た
。

　

特
に
第
三
回
目
の
講
座
「
心
の
病
と
は
何
か
〜
物
質
と
物

質
で
な
い
物
〜
」
の
講
座
は
多
く
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、

質
問
も
多
く
設
定
時
間
が
足
り
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

ま
た
、
第
五
回
目
の
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
つ
い
て
」

で
は
、
質
問
者
が
多
く
て
会
場
を
借
り
て
い
る
時
間
内
で
は

終
わ
ら
ず
、
事
務
所
で
質
問
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。「
オ
ー

プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
言
う
言
葉
自
体
が
聴
き
な
れ
な
い

言
葉
で
あ
っ
た
の
と
「
薬
物
治
療
」
だ
け
に
頼
ら
な
い
治
療

方
法
で
あ
っ
た
の
が
質
問
の
多
い
事
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
々
も
本
当

に
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
事
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
き
ま

す
。
参
加
者
の
約
半
数
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
頂
い
て

い
て
、
そ
の
半
数
が
六
十
歳
以
上
の
家
族
で
す
。
今
後
益
々

一
九
九
六
年
五
月
一
日　

第
三
種
郵
便
物
承
認　

毎
月
（
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
の
日
）
発
行
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精神障害者の家族の会の機関誌

精
神
保
健
福
祉
講
座
委
員
を
担
当
し
て

KSKR

副
会
長
　
奥
村
　
勲

家
族
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。
大

家
連
と
し
て
も
こ
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
世
間
で
言
わ
れ
て
い

る
「
8
0
5
0
問
題
」
に
も
取
り
組
む
事
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
要
は
精
神
障
害
者
の
「
居
場
所
」
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
現
在
大
家
連
で
は
、

精
神
障
害
者
二
級
所
持
者
の
医

療
費
（
他
科
）
の
助
成
、
公
共

交
通
運
賃
割
引
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
の
「
居
場
所
」

問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
処

で
す
。

　

兎
に
角
取
り
組
む
課
題
が
多

く
あ
り
、
会
長
以
下
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
今
後
も
改
善
す
べ
き
課

題
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
各
家

族
の
方
々
の
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆　

精
神
保
健
福
祉
講
座
委
員
を
担
当
し
て

◆　

代
表
者
会
議
報
告

◆　
『
特
集
』医
療
費
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

◆　

連
載
記
事
〜
親
亡
き
後
に
備
え
る
〜

　
　
　

「
退
院
は
困
る
こ
と
で
す
か
」

◆　

家
族
の
思
い

◆　

家
族
会
紹
介　

や
な
ぎ
会
（
枚
方
市
）

◆　

編
集
後
記

―
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10
月
11
日
（
金
）
午
後
「
2
0
1
9
年
度
、
2
回

目
の
代
表
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
8

名
と
府
下
21
家
族
会
か
ら
代
表
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
、
新
た
に
相
談
役
に
就
任
さ
れ
た
小
出
保

廣
氏
の
挨
拶
の
後
、
奥
村
勲
副
会
長
司
会
の
も
と
、

会
議
に
入
り
ま
し
た
。
問
題
山
積
、
討
議
時
間
不
足

を
気
に
し
な
が
ら
時
計
と
に
ら
め
っ
こ
の
開
催
で
し

た
。　
　

⑴
大
阪
府
へ
提
出
す
る
要
望
書
の
案
に
つ
い
て

　

①
重
点
課
題　

②
精
神
科
医
療　

③
地
域
生
活
の

充
実
、
地
域
移
行
に
向
け
て　

④
教
育　

⑤
雇
用　

の
5
項
目
で
す
。
倉
町
会
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
特

に
他
の
疾
病
と
差
別
を
無
く
し
て
同
様
の
扱
い
に
し

て
欲
し
い
と
強
調
し
ま
し
た
。　

⑵
大
阪
市
へ
提
出
す
る
要
望
書
の
案
に
つ
い
て

　

大
阪
市
の
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
の
不
備
な
ど
、
大

阪
府
へ
の
要
望
と
整
合
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
要
望

案
の
作
成
中
で
あ
る
旨
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

右
記
⑴
・
⑵
の
意
見
交
換
で
は
、

・
毎
年
同
じ
要
望
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
進
捗
状
況

報
告
が
必
要
。

・
ね
ば
り
強
く
あ
き
ら
め
な
い
で
交
渉
を
続
け
よ

う
。

・
各
家
族
会
は
市
町
村
へ
働
き
か
け
を
し
な
い
と
ダ

メ
だ
。

・
当
事
者
が
退
院
を
希
望
し
た
時
、
後
見
人
が
医
療

側
を
代
弁
し
て
し
ま
い
本
人
の
意
向
に
沿
わ
ず
、

医
師
、
親
、
Ｐ
Ｓ
Ｗ
、
な
ど
の
関
係
者
間
に
齟
齬

（
そ
ご
）が
生
じ
、
調
整
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
10
月
26
日
の
精
神
保
健
福
祉
講
座
で
、
後
見
人
制

度
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
、
制
度
の
不
備
な

ど
、
ぜ
ひ
、
問
題
提
起
し
て
欲
し
い
。　

事
、
各
家
族
会
か
ら
、
請
願
採
択
を
踏
ま
え
各
交
通

事
業
者
へ
働
き
か
け
を
強
め
て
欲
し
い
事
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

⑸
質
疑
応
答
で
は

①
入
院
時
に
多
額
の
費
用
負
担
が
必
要
な
の
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
課
題
に
入
院
費
用
の
減
免
を
含

ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
回
答
）
入
院
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
要

望
し
て
ゆ
く
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
く
る

課
題
と
し
て
は
2
点
に
絞
り
込
ん
だ
。

②
生
活
保
護
受
給
者
が
入
院
時
に
負
担
す
る
件
が
、

含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
高
槻
市
と
の
話
し
合
い
の
場
で
は
「
持
続
可
能
な

制
度
に
し
た
い
」
と
言
わ
れ
る
。

④
毎
年
河
内
長
野
わ
か
ば
会
と
し
て
市
に
要
望
書
を

出
し
て
い
る
が
、
意
見
交
換
の
場
で
「
医
療
費
の

問
題
、
交
通
費
の
問
題
ど
ち
ら
も
難
し
い
」
と
言

わ
れ
る
。
引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

⑹
大
阪
府
差
別
解
消
条
例
の
改
正
に
向
け
て

　

精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
が
日
常
生
活
を
送
る
上

で
、
飲
食
店
の
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
と
か
、
未
だ
、

驚
き
の
叫
び
を
あ
げ
る
よ
う
な
、
理
解
さ
れ
な
い
事

例
を
耳
に
し
ま
す
。
大
阪
府
で
は
、
差
別
解
消
条
例

を
作
成
し
、
下
記
に
挙
げ
る
よ
う
な
冊
子
も
作
っ
て
、

理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。①
大
阪
府
差
別
解
消
条
例　

②
同
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
第
2
版
（
解
説
編
）　

③
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

2
版
（
事
例
編
）④
ほ
ん
ま
お
お
き
に　

⑤
防
ご
う
障

害
者
虐
待　

⑥
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
な
ど
で
す
。

　

家
族
会
か
ら
、
差
別
解
消
条
例
の
内
容
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
の
意
見
を
出
し
て
下
さ
い
。
よ
り
生
活

し
や
す
い
社
会
作
り
に
、
み
ん
な
で
努
力
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員　

籔
地
悦
夫
）

・
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
の
で
、
出
来
る
事
か
ら
少
し
で
も
進
め
て
ほ

し
い
。

な
ど
で
し
た
。

⑶「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
報
告

　

集
計
と
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
か

ら
見
え
て
き
た
課
題
は
、

①
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
が
必
須

②
2
級
の
手
帳
所
持
者
へ
の
支
援
が
必
要

な
ど
で
し
た
。

⑷
Ｊ
Ｒ
な
ど
運
賃
割
引
推
進
を
さ
ら
に
進
め
よ
う

　

み
ん
な
ね
っ
と
よ
り
、
衆
参
両
院
の
請
願
採
択
を

受
け
全
国
運
動
を
提
起
し
て
い
る
事
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
、
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
圧
力
を
か
け
る

2
0
1
9
年
度（
令
和
元
年
） 

第
2
回
代
表
者
会
議

2
0
1
9
年
度（
令
和
元
年
） 

第
2
回
代
表
者
会
議
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　精神障害者の経済生活の実態（住まいの状況、主な収入など）と医療費の実態（医療の種類・頻度、
医療に関する負担など）に関するアンケート調査を実施しました。その結果概要について報告します。
○アンケート実施期間：2018年12月～2019年3月（回答の入力・分析：2019年4月～9月）
○取組団体：大阪精神障害者連絡会（大精連）、大阪府精神障害者家族会連合会（大家連）、大阪障害フ
　　　　　　ォーラム（ODF）
〇回答総数：865名

1、アンケートの結果の概要
① 年齢
　　14才から91才まで852名（13名が無記入）が回答。平均年齢は48才。
② 病名（重複あり：972名）
　　多い順で、統合失調症575名、発達障害96名、うつ病77名、双極性障害53名など。
③ 同居家族（重複あり：657名）
　　親401名、兄弟姉妹103名、配偶者64名、その他59名。
④ 一人暮らし（351名）
　　共同住宅131名、その他220名。約4割が一人暮らし。
⑤ 収入（月額）の平均
　　手帳1級所持者は9.72万円、2級は9.8万円、65歳以上は10.62万円、全体は9.67万円。
⑥ 医療費の実費負担総額（月額）の平均値
　　1級は15,329円、2級は7,237円、65歳以上は10,417円、全体は8,666円。
⑦ 医療にかかれなかった理由：94名（10.9％）が記入
　　・経済的理由：48名（51.0％）
　　・精神的な理由・引きこもり・拒否：20名（21.3％）
　　・体調不良：6名（6.4％）
　　・その他：20名（21.3％）
⑧ あなたと医療の関わりについて自由記載：317名（36.6％）が記入
　　・通院他科受診3割負担に関する意見：33名（10.4％）
　　・65歳以上医療費の3割負担に関する意見：20名（6.3％）
　　・医療について：170名（53.6％）
　　・経済について：42名（13.2％）
　　・薬について：36名（11.4％）
　　・入院医療費が高額：16名（5.0％）

2．アンケート調査からわかること
〇医療費の実費負担総額（月額）は、1級では、比較的高額な医療費負担者（ガン、白血病、リハビ
リなどによる）の割合が多く、平均値は15,329円。2級では、67％が6,000円以下、平均値は7,237
円、また、「お金がないから医療を受けられない」との記述が多い。
　65歳以上については、26％が1万円～3万円、12％が3万円～10万円を負担している。
〇精神科以外の他科受診は、1級、2級、65歳以上とも内科、歯科、整形外科が大半を占めている。
〇自由記述では、「医療は一生必要なもの」など「医療はなくてはならないもの」が記入者の4割を
超えている。「白血病を発症し昨年再発、骨髄移植を受けたので、医療費の負担はほぼ生活費の全
て」「親と同居しているが、一人になったとき年金では医療費負担すると生活困難」などと述べて
いる。
〇65歳以上の医療費助成がなくなるのは、「老人の障害者をみすてること」「はやく死んだらいいとい
うことですか」など切実な声が上がっている。　　　
〇入院医療費については、「入院したら障害年金では足りないので、親の年金から出している」「3割
負担は大きく医療費のほかにも費用がかかるので大変」などと述べている。

3．アンケート調査から見える課題
（１）高齢の障害者に対する医療費助成
　高齢の障害者に対する医療費助成は、2021年になくなることにより、混乱や診療控えが起こる可
能性がある。引き続き存続させるか、代替措置の検討が必要である。

（２）2級手帳所持者への支援
　経済的理由により受診をあきらめている人の大半は2級の手帳所持者であり、収入については1級
の手帳所持者と大差がないため、受診ができるような何らかの支援が望まれる。

特集『精神障害者の医療に関するアンケート』特集『精神障害者の医療に関するアンケート』
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⑧ 医療にかかりたかったのにかかれなかった理由（94件から抜粋）
 経済的理由：48
・本人と母と2人暮らしで経済的余裕はありません。
・歯医者や皮膚科の受診料が高くて通えない。
・かぜなど軽いもの、けがなど軽いもの。　
・食費・家賃を払ったら、あと余裕がなかった。など
 精神的、引きこもり、拒否：20
・精神状態が悪すぎて意思が伝えられないため、内科などの受診が出来づらかった。
・精神的にちょっとしんどくなったりする時がある。など
 体調不良：6
・体調不良のため動けない。など
 その他：20
・医者に症状の説明をするのがうまく行かない事が多いのであきらめた。
・病院に断られた。など

⑨ あなたと医療の関わりについて自由記載（317件から抜粋）
 通院他科受診3割負担に関する意見：33
・精神以外で治療が必要であるにも拘わらず、医療費が3割負担で高くて払えず我慢していることが多い。
・3年前、白血病を発症し昨年再発、骨髄移植を受けたので、医療費の負担はほぼ、生活費の全てです。
　など
 65歳以上医療費の3割負担に関するもの：20
・ひどい。お金（貯金）がなくなるのに。65歳以上の2級障害です。期待していたのに弱者きりすてだ。
・65歳以上の障害者医療費助成がなくなるのは老人の障害者をみすてること。はやく死んだらいいとい
　うことですか？など
 医療について：170（内：なくてはならないもの148）
・医療はなくてはならないもの。人が人らしく生きていくには必要な物で、制度の対象外にいる人が、
　経済的理由で、医療を受けられないとしたら、それはとても胸の痛くなる現実です。

・医療がないと生活できない。切り離す事は無理です。治療費もかかるから生活にひびいて保護して欲
　しい。現在は親と同居していますが、将来1人になったときは今の年金では医療費負担すると生活困難
　です。
・医療は一生必要なものです。貧困が原因で治療を受けられなくなる事のない世の中を望みます。など
 経済について：42
・医療費が高くて生活に必要なものが買えない。今は親から医療費を助けてもらっているが、先々が心
　配だ。
・お金がないから医療を受けられない。など
 薬について：36
・薬がかかせないのでなくてはならないです。でも金銭的に精神科と、他の病院に通院した場合負担は
　大きいです。
・薬を飲む事を勝手にやめて、幻聴、幻想の為、警察の厄介になりました。など
 入院時医療費が高額というもの：16
・入院したら障害年金では足りないので、親の年金から出している。おむつ代が２万円かかる時がある。
・過去精神科病院に5回入院歴があり、親が入院費を負担していますが、3割負担は大きく医療費のほか
　にも費用がかかるので大変です。など

アンケート回答総数　　865件

男性
女性
無回答
合計

①性別
519
331
15
865

対象人数（人）

総額の平均
手帳1級相当
手帳2級
65歳以上

生活保護の平均
年金（/月）の平均
工賃の平均
援助の平均

541
33
398
41

237
560
299
211

9.67万円
9.72万円
9.8万円

10.62万円

6.01万円
6.71万円
1.95万円
2.41万円

※項目別平均

⑥収入額 ※最大・最小各5％分を除く
精神・神経科
歯科
内科
外科
整形外科
耳鼻咽喉科
皮膚科
眼科
産婦人科
泌尿器科
その他診療科

585
177
206
14
75
37
65
45
18
16
53

⑦診療科

精神 1級
精神 2級
精神 3級
合計

80
553
62
695

②障害等級
統合失調症
うつ病
発達障害
双極性障害
その他
不明

575
77
96
54
137
33

③病名 ※重複あり
親
兄弟姉妹
配偶者
その他

401
103
64
59

④同居家族 ※重複あり
共同住宅
その他

131
220

⑤一人暮らし
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0.0％

0

-20000

-40000

-60000

-80000

-100000

-120000

-140000

-160000

-180000

-200000

200000-

1級 2級

5.0％ 10.0％ 15.0％

収入総額（手帳1級2級） 比率比較図

手帳1級
収入総額回答者数
収入総額の平均値

33
9.72万円

手帳2級
収入総額回答者数
収入総額の平均値

401
9.8万円

20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％

0.0％

0

-20000

-40000

-60000

-80000

-100000

-120000

-140000

-160000

-180000

-200000

200000-

全体 65歳以上

5.0％ 10.0％ 15.0％

収入総額（全体・65歳以上） 比率比較図

65歳以上
収入総額回答者数
収入総額の平均値

43
10.62万円

20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％

0.0％

0

-2000

-4000

-6000

-8000

-10000

-20000

-30000

-40000

-50000

-100000

100000-

1級 2級

5.0％ 10.0％ 15.0％

医療費総額（手帳1級2級） 比率比較図

手帳1級
医療費総額回答者数
医療費総額の平均値

37
15,329

手帳2級
医療費総額回答者数
医療費総額の平均値

284
7,237

20.0％ 25.0％

0.0％

0

-20000

-40000

-60000

-80000

-100000

-120000

-140000

-160000

-180000

-200000

200000-

全体 65歳以上

5.0％ 10.0％ 15.0％

医療費総額（全体・65歳以上） 比率比較図

65歳以上
医療費総額回答者数
医療費総額の平均値

46
10,417

20.0％ 25.0％ 30.0％

⑧ 医療にかかりたかったのにかかれなかった理由（94件から抜粋）
 経済的理由：48
・本人と母と2人暮らしで経済的余裕はありません。
・歯医者や皮膚科の受診料が高くて通えない。
・かぜなど軽いもの、けがなど軽いもの。　
・食費・家賃を払ったら、あと余裕がなかった。など
 精神的、引きこもり、拒否：20
・精神状態が悪すぎて意思が伝えられないため、内科などの受診が出来づらかった。
・精神的にちょっとしんどくなったりする時がある。など
 体調不良：6
・体調不良のため動けない。など
 その他：20
・医者に症状の説明をするのがうまく行かない事が多いのであきらめた。
・病院に断られた。など

⑨ あなたと医療の関わりについて自由記載（317件から抜粋）
 通院他科受診3割負担に関する意見：33
・精神以外で治療が必要であるにも拘わらず、医療費が3割負担で高くて払えず我慢していることが多い。
・3年前、白血病を発症し昨年再発、骨髄移植を受けたので、医療費の負担はほぼ、生活費の全てです。
　など
 65歳以上医療費の3割負担に関するもの：20
・ひどい。お金（貯金）がなくなるのに。65歳以上の2級障害です。期待していたのに弱者きりすてだ。
・65歳以上の障害者医療費助成がなくなるのは老人の障害者をみすてること。はやく死んだらいいとい
　うことですか？など
 医療について：170（内：なくてはならないもの148）
・医療はなくてはならないもの。人が人らしく生きていくには必要な物で、制度の対象外にいる人が、
　経済的理由で、医療を受けられないとしたら、それはとても胸の痛くなる現実です。

・医療がないと生活できない。切り離す事は無理です。治療費もかかるから生活にひびいて保護して欲
　しい。現在は親と同居していますが、将来1人になったときは今の年金では医療費負担すると生活困難
　です。
・医療は一生必要なものです。貧困が原因で治療を受けられなくなる事のない世の中を望みます。など
 経済について：42
・医療費が高くて生活に必要なものが買えない。今は親から医療費を助けてもらっているが、先々が心
　配だ。
・お金がないから医療を受けられない。など
 薬について：36
・薬がかかせないのでなくてはならないです。でも金銭的に精神科と、他の病院に通院した場合負担は
　大きいです。
・薬を飲む事を勝手にやめて、幻聴、幻想の為、警察の厄介になりました。など
 入院時医療費が高額というもの：16
・入院したら障害年金では足りないので、親の年金から出している。おむつ代が２万円かかる時がある。
・過去精神科病院に5回入院歴があり、親が入院費を負担していますが、3割負担は大きく医療費のほか
　にも費用がかかるので大変です。など
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退
院
は
困
る
こ
と
で
す
か

顧
問　

遠
塚
谷
冨
美
子

　

入
院
し
て
い
る
人
が
、
自
分
の
意
志
に
反
し
て
入

院
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
退
院
希
望
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
精
神
医
療
審
査
会
で

す
。
こ
れ
は
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
精
神
医
療
審
査
会
の
委
員
を

長
い
間
や
っ
て
い
ま
し
た
。
退
院
申
請
を
出
し
た
患

者
さ
ん
、
主
治
医
、
ご
家
族
の
三
者
か
ら
じ
っ
く
り

お
話
を
聞
き
、
退
院
で
き
る
か
ど
う
か
結
論
を
出
し

ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
話
は
退
院
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
主
治
医
や
ご
家
族
が
、

退
院
後
は
家
族
が
面
倒
を
見
る
も
の
と
い
う
以
外
の

考
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

ご
家
族
は
「
退
院
は
困
り
ま
す
」「
家
庭
崩
壊
に
な
り

ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ
ま
す
。
そ
う

で
は
な
い
の
で
す
。
ご
家
族
に
無
理
な
負
担
を
し
て

も
ら
わ
ず
、
本
人
さ
ん
の
希
望
を
叶
え
て
、
社
会
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
方
法
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

我
が
国
で
は
1
9
0
0
年
の
「
精
神
病
者
監
護
法
」

以
来
、
長
ら
く
家
族
に
責
任
を
負
わ
せ
る
体
制
が
続

い
て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
た
発
想
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会
が
精
神
障
害

者
の
面
倒
を
見
る
体
制
が
な
い
た
め
に
、
我
が
国
は

し
た
が
、
法
律

や
制
度
で
認
め

ら
れ
る
ま
で
に

長
い
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

他
の
障
害
者
と

く
ら
べ
て
、
精

神
障
害
者
の
支

援
体
制
は
遅
れ

て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
ご
家
族
も
そ
う
い
う
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
使
う
こ
と
に
不
慣
れ
な
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
状
況
で
も
、
家
族
同
士
の
情
報
交
換
や

支
え
合
い
で
、
社
会
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
る
方
法
を

見
つ
け
ら
れ
る
人
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
少
し
ず
つ
で
も
、
そ
う
い
う
道
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

枚
方
市　

M

　

現
在
二
十
九
歳
の
娘
。
二
十
歳
の
と
き
に
「
う
つ
」

に
な
り
、
大
学
を
辞
め
て
自
宅
で
療
養
し
て
き
ま
し

た
。
頭
か
ら
毛
布
を
被
っ
て
「
死
に
た
い
」
と
い
い

続
け
た
日
々
、
強
迫
性
障
害
か
ら
何
度
も
何
度
も
同

じ
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
た
日
々
、
自
傷
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
依
存
を
経
て
の
過
食
…
…
。
し
ん
ど
い
年
月
で
し

た
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
や
作
業
所
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
少
し
ず
つ
快
方
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。

世
界
か
ら
大
き
く
立
ち
後
れ
て
、
先
進
国
で
は
飛
び

抜
け
て
精
神
科
ベ
ッ
ド
数
の
多
い
「
入
院
中
心
主
義
」

の
国
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

遅
ま
き
な
が
ら
、
精
神
保
健
福
祉
法
の
2
0
1
3

年
の
改
正
で
、
医
療
保
護
入
院
の
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
「
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
」
が
つ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
退
院
後
の
生
活
を
相
談
で

き
る
人
で
す
。
ま
た「
退
院
支
援
委
員
会
」を
開
い
て
、

治
療
に
あ
た
る
関
係
者
や
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、
そ

の
ほ
か
に
も
地
域
で
支
援
し
て
ほ
し
い
相
談
機
関
な

ど
も
出
席
し
て
、
望
ま
し
い
退
院
の
あ
り
方
を
話
し

合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
退
院
の
た
め
に
地
域

の
支
援
機
関
と
病
院
が
連
絡
を
取
る
こ
と
も
必
要
な

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
退
院
を
進
め
る

た
め
に
は
家
族
ま
か
せ
に
す
る
の
で
な
く
、
退
院
後

の
地
域
で
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と

し
て
、
国
が
定
め
た
方
向
で
す
。

　

こ
の
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

入
院
す
る
場
合
に
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、

法
律
で
せ
っ
か
く
決
め
ら
れ
た
体
制
を
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
退
院
し
て
家
族
と
暮
ら
す

こ
と
も
、
そ
う
で
な
い
暮
ら
し
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ど
こ
で
暮
ら
し
て
、
生
活
費
は
ど
う
す
る
か
、
治
療

は
ど
こ
で
受
け
て
、
ど
こ
で
相
談
し
て
毎
日
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
か
を
、
よ
く
関
係
者
で
話
し
合
い
準

備
し
て
退
院
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
病
院
を
出
て
安

定
し
た
生
活
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

精
神
障
害
を
も
つ
人
は
医
療
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
早
く
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま

私
自
身
が
家
族
会
「
わ
か
ち
あ
う
会
」
に
出
会
え
、

先
輩
方
か
ら
元
気
と
情
報
を
分
け
て
い
た
だ
け
た
こ

と
も
、
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

娘
は
昨
年
暮
れ
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
月
ほ
ど
老
人
ホ
ー
ム
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
あ

ま
り
の
過
酷
さ
に
辞
め
ま
し
た
。
作
業
所
に
通
い
始

め
、最
初
は
月
に
一
、二
度
し
か
行
け
な
か
っ
た
の
が
、

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
温
か
く
声
を
か
け
続
け
て
く
だ

さ
っ
た
お
陰
で
、
少
し
ず
つ
回
数
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
先
月
は
毎
日
（
時
間
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
）
行

け
た
よ
う
で
す
。

　
「
焦
っ
て
就
職
を
考
え
な
く
て
も
い
い
よ
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
い
こ
う
」
と
言
葉
を
か
け
続
け
、
こ
の
十
ヶ

月
は
私
が
生
活
費
を
見
て
き
ま
し
た
。
娘
の
場
合
は

初
診
の
日
が
二
ヶ
月
遅
く
、
障
害
年
金
が
も
ら
え
な

い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
月
娘
が
自
分
で
生
活
保
護
申
請
を

し
て
き
ま
し
た
。
無
事
認
定
さ
れ
、
先
日
保
護
費
を

受
け
取
り
に
行
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
何
も
手
伝
っ

て
い
ま
せ
ん
。
作
業
所
の
方
や
市
の
職
員
さ
ん
に
聞

き
な
が
ら
、
一
人
で
手
続
き
を
し
た
の
で
す
。
自
分

が
生
き
る
た
め
の
お
金
を
自
分
で
得
る
こ
と
が
で
き
、

娘
に
は
と
て
も
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

　

娘
が
医
療
機
関
や
公
的
機
関
、
作
業
所
と
繋
が
っ

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
今
回
（
仕
事
が
で
き
な
い
と

き
で
も
）
生
き
て
い
け
る
お
金
を
手
に
入
れ
ら
れ
た

こ
と
。
こ
れ
で
「
私
が
い
つ
死
ん
で
も
大
丈
夫
」
と
、

親
と
し
て
と
て
も
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
焦
ら
ず
自
分
な
り
の
や
り
方
で
、
楽

し
い
こ
と
、
面
白
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
て
ね
。

親
亡
き
後
に
備
え
る

親
亡
き
後
に
備
え
る

家
族
の
思
い

家
族
の
思
い

家
族
の
思
い
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平
成
元
年
2
月
枚
方
保
健
所
に
て
「
精
神
障
害
者

の
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
座
で
出
会
い
、
話
し
合
っ
た
家
族
が
「
枚

方
に
家
族
会
を
作
り
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら

十
五
名
程
度
で
準
備
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
保
健
所

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
奈
良
、
豊
中
、
和
歌
山
の

家
族
会
、
作
業
所
の
見
学
を
行
い
、
何
度
も
会
合
を

も
ち
、
平
成
元
年
八
月
三
十
一
日
に
、
枚
方
市
で
精

神
障
害
者
を
も
つ
家
族
会
や
な
ぎ
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
や
な
ぎ
」
と
い
う
名
は
、
枚
方
市
の
木
で
あ
り
大

風
が
吹
い
て
も
折
れ
る
こ
と
の
無
い
強
靭
さ
を
も
っ

て
い
る
木
で
あ
る
こ
と
、
ど
ん
な
苦
難
の
道
に
も
屈

す
る
こ
と
な
く
枚
方
の
地
に
力
強
く
根
を
張
っ
て
い

く
よ
う
な
家
族
会
に
な
り
た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
年
に
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
「
や
な
ぎ

工
房
」
を
設
立
し
た
当
時
は
、
六
畳
と
四
畳
半
の
部

屋
で
費
用
は
、
家
族
会
が
負
担
し
、
職
員
の
費
用
が

な
い
た
め
家
族
が
交
代
で
勤
務
し
た
り
、
資
金
を
家

族
か
ら
借
り
入
れ
た
り
、
有
志
の
寄
付
を
集
め
る
な

ど
大
変
な
苦
労
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
作
業
所
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
社
会

福
祉
法
人
や
な
ぎ
の
里
と
し
て
独
立
し
、
家
族
会
や

な
ぎ
会
は
、
や
な
ぎ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
や
な

ぎ
の
里
を
応
援
し
、
家
族
の
親
睦
を
図
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ラ
ポ
ー

ル
ひ
ら
か
た
で
大
家
連
、わ
か
ち
あ
う
会
、乃
ぎ
く
会
、

さ
く
ら
会
の
会
長
の
皆
様
、
や
な
ぎ
の
里
の
理
事
長

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
家
族
と
と
も
に
A
C
T
―
K

五
十
嵐
先
生
に
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
数
は
、
二
十
一
名
、
賛
助
会
員
二
名
で
、
月

一
度
（
八
・
十
二
月
を
除
く
）
十
名
く
ら
い
の
参
加

者
で
家
族
集
会
を
開
き
、
学
習
・
情
報
交
換
・
近
況

報
告
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
糸

川
昌
成
先
生
の
「
心
は
ど
れ
く
ら
い
脳
な
の
か
」
と

い
う
講
演
を
D
V
D
で
見
て
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
や
な
ぎ
の
里
の
利
用
者
に
も
呼
び
掛
け
て
、

年
一
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
枚
方
市

の
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
て
、

び
わ
湖
テ
ラ
ス
に
行
き
ま

す
。
三
十
名
く
ら
い
の
参

加
者
で
す
。
二
月
に
は
作

業
所
の
利
用
者
に
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
会
員
の
高
齢
化
で
、
新
し

い
会
員
、
若
い
会
員
を
増
や
す
こ
と
、
そ
し
て
他
の

家
族
会
と
の
交
流
を
深
め
、
医
療
費
助
成
や
公
共
交

通
機
関
の
運
賃
割
引
な
ど
の
運
動
を
共
同
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
親
亡
き
後
を
、
親
が
あ

る
う
ち
に
何
と
か
し
た
い
と
い
う
の
が
会
員
の
思
い

で
す
。　
　
　
　
　
（
や
な
ぎ
会　

会
長　

岡
村
勝
二
）

家

族

会

紹

介

家

族

会

紹

介

枚
方
市
精
神
障
害
者
を
も
つ
家
族
会

　
や
な
ぎ
会

退
院
は
困
る
こ
と
で
す
か

顧
問　

遠
塚
谷
冨
美
子

　

入
院
し
て
い
る
人
が
、
自
分
の
意
志
に
反
し
て
入

院
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
退
院
希
望
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
精
神
医
療
審
査
会
で

す
。
こ
れ
は
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
精
神
医
療
審
査
会
の
委
員
を

長
い
間
や
っ
て
い
ま
し
た
。
退
院
申
請
を
出
し
た
患

者
さ
ん
、
主
治
医
、
ご
家
族
の
三
者
か
ら
じ
っ
く
り

お
話
を
聞
き
、
退
院
で
き
る
か
ど
う
か
結
論
を
出
し

ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
話
は
退
院
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
主
治
医
や
ご
家
族
が
、

退
院
後
は
家
族
が
面
倒
を
見
る
も
の
と
い
う
以
外
の

考
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

ご
家
族
は
「
退
院
は
困
り
ま
す
」「
家
庭
崩
壊
に
な
り

ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ
ま
す
。
そ
う

で
は
な
い
の
で
す
。
ご
家
族
に
無
理
な
負
担
を
し
て

も
ら
わ
ず
、
本
人
さ
ん
の
希
望
を
叶
え
て
、
社
会
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
方
法
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

我
が
国
で
は
1
9
0
0
年
の
「
精
神
病
者
監
護
法
」

以
来
、
長
ら
く
家
族
に
責
任
を
負
わ
せ
る
体
制
が
続

い
て
き
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
た
発
想
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会
が
精
神
障
害

者
の
面
倒
を
見
る
体
制
が
な
い
た
め
に
、
我
が
国
は

し
た
が
、
法
律

や
制
度
で
認
め

ら
れ
る
ま
で
に

長
い
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

他
の
障
害
者
と

く
ら
べ
て
、
精

神
障
害
者
の
支

援
体
制
は
遅
れ

て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
ご
家
族
も
そ
う
い
う
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
使
う
こ
と
に
不
慣
れ
な
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
状
況
で
も
、
家
族
同
士
の
情
報
交
換
や

支
え
合
い
で
、
社
会
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
る
方
法
を

見
つ
け
ら
れ
る
人
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
少
し
ず
つ
で
も
、
そ
う
い
う
道
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

枚
方
市　

M

　

現
在
二
十
九
歳
の
娘
。
二
十
歳
の
と
き
に
「
う
つ
」

に
な
り
、
大
学
を
辞
め
て
自
宅
で
療
養
し
て
き
ま
し

た
。
頭
か
ら
毛
布
を
被
っ
て
「
死
に
た
い
」
と
い
い

続
け
た
日
々
、
強
迫
性
障
害
か
ら
何
度
も
何
度
も
同

じ
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
た
日
々
、
自
傷
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
依
存
を
経
て
の
過
食
…
…
。
し
ん
ど
い
年
月
で
し

た
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
や
作
業
所
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
少
し
ず
つ
快
方
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。

世
界
か
ら
大
き
く
立
ち
後
れ
て
、
先
進
国
で
は
飛
び

抜
け
て
精
神
科
ベ
ッ
ド
数
の
多
い
「
入
院
中
心
主
義
」

の
国
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

遅
ま
き
な
が
ら
、
精
神
保
健
福
祉
法
の
2
0
1
3

年
の
改
正
で
、
医
療
保
護
入
院
の
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
「
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
」
が
つ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
退
院
後
の
生
活
を
相
談
で

き
る
人
で
す
。
ま
た「
退
院
支
援
委
員
会
」を
開
い
て
、

治
療
に
あ
た
る
関
係
者
や
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、
そ

の
ほ
か
に
も
地
域
で
支
援
し
て
ほ
し
い
相
談
機
関
な

ど
も
出
席
し
て
、
望
ま
し
い
退
院
の
あ
り
方
を
話
し

合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
退
院
の
た
め
に
地
域

の
支
援
機
関
と
病
院
が
連
絡
を
取
る
こ
と
も
必
要
な

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
退
院
を
進
め
る

た
め
に
は
家
族
ま
か
せ
に
す
る
の
で
な
く
、
退
院
後

の
地
域
で
の
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と

し
て
、
国
が
定
め
た
方
向
で
す
。

　

こ
の
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

入
院
す
る
場
合
に
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、

法
律
で
せ
っ
か
く
決
め
ら
れ
た
体
制
を
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
退
院
し
て
家
族
と
暮
ら
す

こ
と
も
、
そ
う
で
な
い
暮
ら
し
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ど
こ
で
暮
ら
し
て
、
生
活
費
は
ど
う
す
る
か
、
治
療

は
ど
こ
で
受
け
て
、
ど
こ
で
相
談
し
て
毎
日
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
か
を
、
よ
く
関
係
者
で
話
し
合
い
準

備
し
て
退
院
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
病
院
を
出
て
安

定
し
た
生
活
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

精
神
障
害
を
も
つ
人
は
医
療
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
早
く
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま

私
自
身
が
家
族
会
「
わ
か
ち
あ
う
会
」
に
出
会
え
、

先
輩
方
か
ら
元
気
と
情
報
を
分
け
て
い
た
だ
け
た
こ

と
も
、
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

娘
は
昨
年
暮
れ
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
月
ほ
ど
老
人
ホ
ー
ム
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
あ

ま
り
の
過
酷
さ
に
辞
め
ま
し
た
。
作
業
所
に
通
い
始

め
、最
初
は
月
に
一
、二
度
し
か
行
け
な
か
っ
た
の
が
、

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
温
か
く
声
を
か
け
続
け
て
く
だ

さ
っ
た
お
陰
で
、
少
し
ず
つ
回
数
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
先
月
は
毎
日
（
時
間
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
）
行

け
た
よ
う
で
す
。

　
「
焦
っ
て
就
職
を
考
え
な
く
て
も
い
い
よ
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
い
こ
う
」
と
言
葉
を
か
け
続
け
、
こ
の
十
ヶ

月
は
私
が
生
活
費
を
見
て
き
ま
し
た
。
娘
の
場
合
は

初
診
の
日
が
二
ヶ
月
遅
く
、
障
害
年
金
が
も
ら
え
な

い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
月
娘
が
自
分
で
生
活
保
護
申
請
を

し
て
き
ま
し
た
。
無
事
認
定
さ
れ
、
先
日
保
護
費
を

受
け
取
り
に
行
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
何
も
手
伝
っ

て
い
ま
せ
ん
。
作
業
所
の
方
や
市
の
職
員
さ
ん
に
聞

き
な
が
ら
、
一
人
で
手
続
き
を
し
た
の
で
す
。
自
分

が
生
き
る
た
め
の
お
金
を
自
分
で
得
る
こ
と
が
で
き
、

娘
に
は
と
て
も
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

　

娘
が
医
療
機
関
や
公
的
機
関
、
作
業
所
と
繋
が
っ

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
今
回
（
仕
事
が
で
き
な
い
と

き
で
も
）
生
き
て
い
け
る
お
金
を
手
に
入
れ
ら
れ
た

こ
と
。
こ
れ
で
「
私
が
い
つ
死
ん
で
も
大
丈
夫
」
と
、

親
と
し
て
と
て
も
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
焦
ら
ず
自
分
な
り
の
や
り
方
で
、
楽

し
い
こ
と
、
面
白
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
て
ね
。
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行

編集人　公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会　会長　倉町　公之
連絡先　〒540 - 0006 大阪市中央区法円坂1 - 1 - 35　アネックスパル法円坂（Ａ棟４階）
　　　　　Ｔｅｌ 06 - 6941 - 5797　Ｆａｘ 06 - 6945 - 6135
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定　価　１部100円（大家連家族会費には購読料を含む）

発行人　関西障害者定期刊行物協会
　　　　大阪市天王寺区真田山町 2－2　東興ビル４階

2019年度の共同募金配分金 57万円が決定しましたのでお知らせします。
共同募金の寄付による配分金でだいかれん誌の発行が成り立っています。
寄付下さった皆さまに心よりのお礼申し上げます。
又、会員の皆さまには赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします

年会費をいただきました。ありがとうございました。

大家連へのご支援、大変ありがとうございました。
（寄附）

4人分
賛助会費 （１口3千円/年）として

4口

2019年度の賛助会費報告

山本幸弘
悠々会
仲宗根康江
にいがわクリニック
羽田信子
箕面神経サナトリウム
高槻さつき会
小池診療所
田中亜紀
島悠紀夫
中西クリニック
東香里病院
やまうちクリニック
野﨑クリニック
井上惠子
新阿武山病院
さわらび診療所
池谷重直
東　泰敬
やまもとクリニック
松本順一
青山洋
木村診療所
茨木家族交流会
西前保子
京谷クリニック
松林　昇
医療法人　遊心会
メンタルクリニック　おかだ
西ひかり家族会
大阪狭山つくし会
久保見誠

氏　　　名 地　域 寄　附
住 吉 区
高 槻 市
吹 田 市
堺 市
寝 屋 川 市
箕 面 市
高 槻 市
豊 中 市
阪 南 市
豊 能 郡
旭 区
枚 方 市
阿 倍 野 区
豊 中 市
東 淀 川 区
高 槻 市
吹 田 市
八 尾 市
泉 佐 野 市
西 区
北 区
阿 倍 野 区
高 槻 市
茨 木 市
柏 原 市
西 区
東 淀 川 区
淀 川 区
阿 倍 野 区
西 区
大阪狭山市
枚 方 市

20,000円
2,000円
10,000円
10,000円
3,000円
30,000円
10,000円
10,000円
30,000円
2,000円
10,000円
30,000円
10,000円
10,000円
10,000円
30,000円
30,000円
10,000円
1,000円
10,000円
200,000円
3,000円
10,000円
6,000円
3,000円
10,000円
2,000円
10,000円
30,000円
30,000円
20,000円
10,000円

（令和元年9月10日～令和元年12月2日）

□
□
□
　
編
集
後
記
　
□
□
□

　
一
年
を
振
り
返
る
時
が
来
て
　
平
成
か
ら
令
和
へ

　
今
年
も
次
々
報
じ
ら
れ
た
凶
悪
事
件
の
な
ぜ

も
し
か
し
て 

病
気
の
せ
い
　
明
日
は
我
が
家
で
起

き
る
か
も
　
妄
想
が
膨
ら
ん
だ
時
　
だ
い
か
れ
ん
誌

に
解
決
策
の
ヒ
ン
ト
を
見
る
。
再
読
。
こ
ん
な
方
法

も
あ
っ
た
ん
だ
　
い
つ
の
間
に
か
　
狭
い
狭
い
世
界

に
住
う
自
分
　
己
を
見
失
っ
て
い
た
の
か

他
人
（
ひ
と
）
の
意
見
を
す
な
お
に
読
み
消
化
す
る

努
力
を
忘
れ
て
い
た
　
解
け
た

　
世
間
の
広
さ
　
常
に
興
味
の
持
て
る
紙
面
作
り
を

意
識
し
て
こ
の
2
6
1
号
の
編
集
を
終
え
る

　
来
年
は
、
希
望
の
持
て
る
年
に
な
っ
て
く
れ
よ

希
望
と
願
い
を
込
め
て
締
め
く
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
委
員
　
籔
地
）

日
時
　
偶
数
月
の
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
1
時
半
〜
4
時

場
所
　
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
4
階
　
大
家
連
事
務
所

申
込
　
不
要
（
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

※
大
阪
府
下
に
警
報
が
午
前
10
時
に
出
て
い
る
場
合
は
休
会
と
し
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
へ
の
お
誘
い

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
へ
の
お
誘
い

　

い
ろ
い
ろ
な
人
が
気
軽
に
集
い
、お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
を

第
一
と
し
ま
す
が
、精
神
福
祉
に
関
す
る
制
度
や
法
律
を
自
ら

学
び
、考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
奇
数
月
の
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

場
所
　
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
4
階
　
大
家
連
事
務
所

申
込
　
不
要
（
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い

精
神
障
害
者
を
持
つ
方
の

精
神
障
害
者
を
持
つ
方
の

　

家
族
会
は
親
の
立
場
の
方
が
多
い
で
す
。そ
の
た
め
、配
偶

者・兄
弟
姉
妹・子
と
立
場
が
違
う
と
、話
に
入
れ
な
い
な
ど
の

意
見
も
聞
き
ま
す
。
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